ファイナンシャル・エグゼクティブ by 品田 誠平 et al.
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ノレ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
品
回
誠
平
一
、
は
じ
め
に
二
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
一
ニ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
生
成
と
職
能
四
、
パ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
五
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
へ
六
、
お
わ
り
に
一
、
は
じ
め
に
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
協
会
(
の
。
E
gロ
0
2
古
田
江
z
g
o同
〉
日
常
-S)
は、
一
九
一
一
二
年
に
創
立
さ
れ
、
一
九
三
四
年
以
来
機
関
誌
&
寸
}
屈
の
S
H
B
-
Z
1
を
発
行
し
、
ハ
l
パ
ァ
l
ド
経
営
管
理
大
学
院
(
出
向
凶
H
4
h
w
互
の
sa己目
立
四
ω口
}
5
0
H
O
同
切
口
巴
ロ
叩
回
目
〉
色
白
百
ヤ
田
門
叶
箆
甘
口
)
の
会
計
学
、
統
計
学
に
関
す
る
講
義
の
お
こ
な
わ
れ
る
コ
ン
ト
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ロ
ー
ル
・
コ
l
ス
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
九
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
九
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
(
g
E円。ロ
O
B
E
R
g
B
1
2
-
z
a
E巴
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
て
き
た
が
、
一
九
六
二
年
五
月
に
そ
の
名
称
を
. 
'可
トー.
ロ
且コ
ロ
() 
H ・
l> 
ヤ~
開
凶
(1) 
() 
c 
r→-
H ・
4 
0 
rn 
トー寸
口
m 
r令. 
M-
ロ
r→ー
てU
ミZ
と
油て
= 
更
し、
ま
た
、
機
関
誌
名
を
も
4
E
h
E
n
s
-
一円阿叩門口氏
4
0
3
と
改
称
し
た
。
な
ぜ
、
変
更
さ
れ
た
か
の
理
由
に
つ
い
て
そ
れ
は
新
し
い
事
態
の
発
生
に
伴
う
と
い
う
よ
り
は
従
来
す
で
に
生
起
し
て
い
た
変
化
に
即
応
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
、
株
式
会
社
に
お
け
る
財
務
担
当
者
の
二
重
の
原
則
、
つ
ま
り
、
政
策
設
定
者
(
切
さ
4
5昇
。
ろ
と
し
て
、
ま
た
、
管
理
者
(
包
宮
山
口
笠
EHOろ
と
し
て
の
ニ
つ
の
職
能
の
単
一
化
の
傾
向
の
認
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
叙
述
し
て
い
る
。
標
準
化
さ
れ
規
格
さ
れ
た
製
品
を
繰
り
返
し
継
続
し
て
大
量
生
産
す
る
時
代
と
、
標
準
化
・
規
格
さ
れ
な
い
製
品
、
つ
ま
り
、
絶
え
ざ
る
試
験
研
究
を
前
提
と
し
て
次
々
に
新
製
品
を
開
発
し
て
ゆ
き
こ
れ
を
生
産
販
売
す
る
時
代
と
で
は
、
合
業
経
常
の
在
り
方
が
相
違
す
る
。
前
者
に
あ
っ
て
は
テ
ー
ラ
ー
(
叶
s
t
F
司
・
巧
)
の
科
学
的
管
理
法
が
、
後
者
に
は
ベ
イ
ヤ
I
(切
3
2
月
・
)
の
主
張
す
る
経
営
科
学
(smHgぬ
O
B
O
E
R
-叩ロ
no)
が
適
応
す
る
。
前
者
は
現
在
の
経
営
、
つ
ま
り
、
与
え
ら
れ
た
生
産
対
象
、
生
産
力
、
生
産
手
段
等
を
合
目
的
的
に
無
駄
な
く
能
率
化
す
る
た
め
の
管
理
手
段
・
管
理
手
法
と
し
て
役
立
つ
が
、
経
営
の
選
摂
手
法
と
し
て
は
役
立
ち
え
な
。
後
者
は
オ
ベ
レ
イ
シ
ヨ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
(。
3
B
Eロ
回
円
2
2
H
n
v一
(
)
河
)
を
使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
決
定
を
行
な
う
た
め
に
適
用
さ
れ
る
数
学
的
、
か
っ
、
統
計
的
方
法
の
拡
散
的
集
合
体
♀
日
5
E
n
o
-
-
o
n
H
Eろ
で
あ
る
。
O
R
は
元
来
管
理
を
す
る
た
め
よ
り
も
、
む
し
ろ
計
画
を
す
る
た
め
の
手
法
と
な
る
。
そ
れ
は
実
行
可
能
な
二
者
択
一
的
な
経
営
方
途
を
発
見
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、
そ
れ
を
評
価
し
、
そ
し
て
最
上
の
方
法
を
選
ぶ
こ
と
に
役
立
つ
。
二
者
択
一
的
な
現
代
企
業
の
経
営
に
あ
っ
て
は
、
管
理
の
次
元
よ
り
も
経
営
選
択
の
次
元
が
重
要
で
あ
る
。
経
営
者
が
経
営
の
選
択
を
誤
る
な
ら
ば
、
そ
の
管
理
努
力
や
効
果
は
水
泡
に
帰
す
る
こ
と
さ
え
生
ず
る
。
機
会
原
価
(
。
S
2
Z
E
q
g由
。
を
最
小
な
ら
し
め
た
り
、
稼
得
で
き
る
収
益
を
逃
す
こ
と
に
よ
る
損
失
(
問
。
。
仏
呈
-
ご
。
回
目
)
を
排
除
す
る
こ
と
は
、
管
理
の
次
元
で
は
不
可
能
で
あ
り
意
思
決
定
の
次
元
に
お
い
て
果
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
O
R
の
核
心
は
、
一
つ
の
モ
デ
ル
の
公
式
化
で
あ
り
、
実
際
の
状
況
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
諸
要
因
(
E
a
Rろ
の
間
の
相
互
関
係
の
構
成
で
あ
る
。
そ
れ
は
重
要
な
る
相
互
関
係
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
、
そ
し
て
重
要
な
ら
ざ
る
諸
要
因
か
ら
力
を
抜
く
こ
と
で
あ
る
。
モ
デ
ル
は
、
直
覚
、
推
量
お
よ
び
直
感
を
、
膨
大
な
る
数
の
適
切
な
る
諸
要
因
の
明
示
さ
れ
た
集
団
お
よ
び
評
価
を
も
っ
て
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
忍
。
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
財
務
担
当
の
経
営
者
の
職
能
は
、
企
業
の
歴
史
的
発
展
、
O
R
及
び
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
普
及
に
伴
っ
て
管
理
者
を
意
味
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
(g口
々
。
ロ
ゆ
る
か
ら
次
第
に
政
策
設
定
者
を
も
意
味
す
る
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
グ
テ
ィ
ブ
ハ片山口
i
s
n
E
Z
2
5
-
4
0〉
に
変
遷
し
来
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
実
情
に
照
応
し
て
そ
の
名
称
の
変
更
が
要
請
さ
れ
る
に
及
ん
だ
も
の
と
思
考
さ
れ
る
。
一一、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
ロト巴
n
F
・
同
o
E
O門
前
教
授
は
、
♂
OBM)門司。ロ叩吋ョ
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
g
ロ可。
Hog-
か
ら
き
た
gロ可。
-
Z吋
を
誤
っ
て
綴
っ
た
も
の
で、
フ
ラ
ン
ス
語
の
の
旦
円
台
2
門
は
g
E
3
(ラ
テ
ン
語
gロ
可
ω)
反
対
の
意
味
か
ら
き
て
い
る
。
円
。
目
。
(
ラ
テ
ン
ヨ
一
山
の
円
0
2
M
M
H
H白・
小
さ
な
車
、
か
つ
て
巻
物
の
形
に
な
っ
て
い
た
記
録
書
)
は
表
、
巻
物
で
あ
っ
て
、
1
0
R
は
英
語
の
mEC円
(
行
う
人
)
、
お
SH
ハ
行
為
者
)
の
意
味
。
全
体
と
し
て
、
最
初
は
情
報
の
一
つ
の
表
、
又
は
一
つ
の
出
所
を
他
の
表
、
あ
る
い
は
、
出
所
と
照
合
し
、
も
し
く
は
、
比
較
す
る
人
を
意
味
し
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
8
5宮
gロ
買
に
等
し
い
言
葉
は
な
い
が
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
8
5
1
0
(ラ
テ
ン
語
g
E日記
Z
E
勘
定
、
ロ
OBH】ロ
ga数
え
る
)
と
O
Z
吋
を
混
合
し
て
英
語
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
組
合
せ
は
、
ggH】
円
。
を
g
E
B
と
混
同
し
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
叙
述
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
つ
い
て
「
単
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
九
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
九
四
の
組
織
、
ま
た
は
、
組
織
的
集
団
に
か
ん
す
る
専
門
知
識
、
熟
練
、
専
門
職
業
的
関
心
を
も
ち
、
か
つ
、
そ
の
組
織
の
経
営
者
、
あ
る
い
l土、
取
締
役
に
よ
っ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
た
会
計
担
当
者
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
い
う
称
号
は
、
通
常
、
私
有
乃
至
公
有
の
企
業
、
政
府
機
関
、
ま
た
は
、
非
法
人
組
織
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
由
主
寂
し
て
い
る
ο
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
協
会
は
♂
B
可。
-
Z
1
と
癒
る
と
と
を
主
張
し
、
ま
た
、
全
国
小
売
離
貨
協
会
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
会
議
も
。
。
ロ
可
。
ロ
o
g
n
o口
問
話
回
由
。
同
F
o
Z
E
-
oロm
ニロミ町内
ooa悶
〉
出
回
。
の
-
E
Zロ
の
ご
と
く
こ
の
離
を
用
い
て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
銀
行
監
査
人
及
。
ひ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
協
会
は
、
zm注
目
。
ロ
己
〉
g
R
E
t
s
o内
切
mH己
同
〉
ロ
住
吉
円
釦
口
円
山
口
。
百
回
)
円
円
。
-O吋
の
ご
と
く
食
n
o
s
-
-
吋
O
E
W
1
と
い
う
癒
り
方
を
採
用
し
て
い
る
。
な
お
、
同・国
-
H
R
r
s
教
授
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
職
名
を
用
い
て
い
る
ロ
ω
の
大
会
社
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、
ロ
N
社
は
訟
の
O
B
U
什吋
O
日目。
1
を、
他
の
M
H
社
は
♂
OES--01
を
用
い
て
い
る
と
称
さ
れ
る
。
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
生
成
と
職
能
円。ロ門吋
O
ロ
o
g
v
q
ま
た
は
、
n
O
B
U
可
巴
Z
E
E℃
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
制
度
な
い
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
制
と
称
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
い
つ
ご
ろ
生
成
し
た
か
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
コ
二
四
年
墳
、
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
-
八
世
紀
の
後
半
に
最
初
は
官
庁
に
お
い
て
役
人
の
職
務
を
統
制
す
る
こ
と
を
役
職
と
し
て
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
民
間
会
社
で
は
一
八
八
O
年
に
ア
チ
ス
ン
・
ト
ペ
カ
・
サ
ン
タ
フ
エ
鉄
道
会
社
(
k
r
5
E
gロ
・
斗
O
宮
g
h
w
ω
g
S
F
H
U
E宅
内
々
ω百
円
。
B
)
が、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
を
設
け
た
の
が
最
古
で
あ
る
と
称
さ
れ
て
い
る
。
』
ωの
E
S
教
授
は
、
財
務
職
能
(
片
山
口
自
立
ωZEE-oHM)
か
ら
会
計
職
能
(
白
2
0
5江
口
問
苫
ロ
己
目
。
ロ
)
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
の
成
立
条
件
と
規
定
し
、
H
・C
-
呂
田
口
付
古
田
弓
教
授
は
、
標
準
と
記
録
職
能
(
由
S
E
m
w吋
白
川
口
忌
吋
2
0
E田
宮
口
口
l
昨
日
。
ロ
)
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
の
基
本
的
職
能
と
し
て
い
る
。
な
お
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
者
に
よ
り
種
々
な
る
定
義
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
要
約
す
れ
ば
次
の
ご
と
く
な
る
。
川
計
算
統
制
の
方
式
に
よ
る
内
部
統
制
の
制
度
を
意
味
す
る
。
ω管
理
会
計
の
実
践
機
構
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
管
理
業
務
部
門
に
付
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
。
凶
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
確
立
さ
れ
た
科
学
の
実
践
で
あ
る
。
転
じ
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
職
能
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
協
会
は
次
の
ご
と
く
規
定
し
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
職
務
♀
己
紅
白
)
は
、
当
該
会
社
の
あ
ら
ゆ
る
資
産
、
負
債
お
よ
び
取
引
の
適
切
妥
当
な
記
録
を
維
持
し
、
こ
れ
ら
の
事
柄
に
つ
き
随
時
、
定
期
に
適
切
な
監
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
か
め
、
ま
た
、
他
の
机
役
員
、
課
長
な
ど
と
協
力
し
て
、
最
高
に
安
全
、
能
率
、
経
済
的
に
自
社
の
経
営
を
指
揮
統
制
す
る
た
め
の
手
段
た
る
方
策
、
手
続
を
作
成
し
、
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
す
べ
て
の
取
締
役
会
、
経
営
委
員
会
公
耳
目
。
g
H
H
4
0
8
8
5
5
0
0
)
に
出
席
し
、
社
長
に
報
告
を
し
、
取
締
役
会
の
定
め
あ
る
と
き
は
取
締
役
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
任
務
と
権
限
は
、
す
べ
て
の
従
属
会
社
に
お
よ
び
、
社
長
が
適
当
と
認
め
る
か
ぎ
り
、
全
傘
下
の
会
社
に
も
及
ぶ
。
さ
ら
に
、
同
協
会
は
株
式
会
社
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
義
務
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
標
準
的
定
義
を
し
て
い
る
。
ω株
式
会
社
の
全
会
計
記
録
の
設
定
と
監
査
川
株
式
会
社
の
財
務
諸
表
、
報
告
書
の
準
備
と
説
明
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
九
五
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
九
ノ、
同
株
式
会
社
の
全
勘
定
と
記
録
の
継
続
的
監
査
凶
製
造
原
価
の
算
定
同
販
売
原
価
の
算
定
ω全
実
地
在
庫
品
の
調
査
と
原
価
計
算
(7) 
税
務
申
告
の
準
備
と
提
出
、
税
務
に
か
ん
す
る
監
督
同
株
式
会
社
の
全
統
計
的
記
録
と
報
告
書
の
作
成
と
説
明
川
予
算
重
役
と
し
て
他
の
幹
部
や
部
長
と
と
も
に
、
会
計
年
度
の
開
始
以
前
に
重
役
会
議
に
対
し
て
掴
百
出
す
る
た
め
に
、
株
式
会
社
の
全
活
動
を
内
容
と
す
る
年
間
予
算
の
作
成
、
予
算
に
よ
り
権
限
の
与
え
ら
れ
な
い
遂
行
や
支
出
の
拒
否
に
か
ん
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
権
限
は
し
ば
し
ば
重
役
委
員
会
に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
る
。
凶
株
式
会
社
の
財
産
保
険
の
適
否
の
当
座
的
確
認
凶
全
会
計
事
業
に
か
か
わ
る
標
準
的
実
務
の
開
始
、
作
成
、
発
布
、
そ
し
て
書
記
、
事
務
方
法
、
記
録
、
報
告
書
、
手
続
を
含
む
株
式
会
社
に
お
け
る
組
織
の
調
整
凶
許
容
さ
れ
た
支
出
予
算
の
適
切
な
記
録
の
維
持
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
使
用
さ
れ
た
全
金
額
が
適
切
に
会
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
決
裁
同
重
役
会
あ
る
い
は
経
営
委
員
会
議
事
録
に
記
さ
れ
た
財
務
取
引
が
適
切
に
実
行
さ
れ
、
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
当
座
的
確
認
同
全
契
約
、
賃
貸
借
契
約
の
適
切
な
記
録
の
維
持
、
同
財
務
(
出
納
)
部
長
や
株
式
会
社
の
内
規
に
よ
っ
て
権
限
が
付
与
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
重
役
会
に
よ
っ
て
時
に
指
名
さ
れ
た
者
の
振
一
切
の
小
切
手
、
約
束
手
形
お
よ
び
会
社
の
他
の
譲
渡
証
の
支
払
に
対
す
る
承
認
乃
至
署
名
同
会
社
の
保
管
場
所
か
ら
の
証
券
の
持
ち
出
し
に
対
す
る
全
許
可
証
の
検
査
お
よ
び
そ
の
持
ち
出
し
が
内
規
乃
至
重
役
会
に
よ
っ
て
時
り
出
す
、
に
定
め
ら
れ
た
規
定
に
則
し
て
い
る
こ
と
の
裁
決
間
正
当
に
ω
設
定
さ
れ
た
官
庁
諸
機
関
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
注
文
や
規
則
と
の
一
致
を
保
証
す
る
に
必
要
な
規
則
や
標
準
実
務
の
作
成
乃
歪
承
認
四
、
パ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
4
く・〉
-
H
V
旬
、
円
。
ロ
教
授
は
、
パ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
次
の
ご
と
く
叙
述
し
て
い
る
。
パ
ウ
チ
ャ
!
・
シ
ス
テ
ム
と
い
う
言
葉
は
、
信
用
基
底
の
上
に
発
生
す
る
諸
原
価
を
処
理
す
る
組
織
的
考
案
で
あ
り
、
ま
た
、
大
企
業
に
よ
り
拡
大
す
る
個
々
の
業
務
に
お
い
て
数
限
り
な
き
変
化
を
伴
う
勘
定
の
支
出
を
統
御
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
数
多
く
の
重
要
な
一
般
的
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
第
一
に
、
こ
れ
は
物
品
、
あ
る
い
は
用
役
の
現
金
仕
入
の
完
全
な
る
除
去
と
い
う
こ
と
を
包
含
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
肝
要
な
る
一
部
と
し
て
設
定
さ
れ
、
か
つ
統
制
さ
れ
る
小
払
現
金
制
度
、
あ
る
い
は
前
渡
資
金
制
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
諸
原
価
は
除
外
さ
れ
る
。
第
二
に
、
そ
れ
は
日
常
の
業
務
に
伴
っ
て
生
ず
る
支
払
を
有
効
に
統
制
す
る
た
め
、
責
任
を
有
す
る
役
員
の
許
可
を
強
調
す
る
完
全
な
手
続
を
伴
う
、
支
払
請
求
書
の
正
式
の
承
認
と
バ
ウ
チ
ャ
l
化
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
ぞ
れ
は
パ
ワ
チ
ャ
l
・
フ
ァ
イ
ル
を
し
て
、
債
権
者
一
元
帳
に
代
位
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
会
計
目
的
を
債
務
単
位
と
し
て
の
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
九
七
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
九
/¥ 
個
々
の
請
求
書
、
あ
る
い
は
送
り
状
に
そ
の
注
意
を
集
中
さ
せ
る
。
第
四
に
、
発
生
す
る
一
切
の
支
出
の
認
識
と
そ
の
適
切
な
配
分
と
に
つ
い
て
体
系
的
な
規
制
を
包
含
し
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
に
か
ん
し
て
用
い
ら
れ
る
基
本
的
仕
訳
の
仲
介
物
が
バ
ウ
チ
ャ
1
・
レ
ジ
ス
タ
ー
(
4。
口
口
F
O円
円
。
岡
山
田
芯
円
)
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
(
仕
訳
仕
訳
帳
、
原
価
仕
訳
帳
lHVロ
R
E
Z
すロ
B
色
-
g∞
二
。
ロ
2
巳
1
を
含
む
)
上
述
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
は
、
多
く
の
長
所
を
有
し
て
い
る
。
そ
れ
は
迅
速
、
か
つ
完
全
に
諸
原
価
と
発
生
負
債
の
認
識
を
、
商
品
の
場
合
も
、
用
役
の
場
合
も
同
様
に
促
進
す
る
。
そ
れ
は
仕
入
割
引
の
獲
得
を
も
保
証
せ
し
め
る
。
そ
の
上
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
内
部
統
制
お
よ
び
内
部
監
査
の
総
合
的
計
画
に
重
要
な
要
素
と
な
る
。
企
業
パ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
は
、
す
べ
て
の
支
出
守
口
民
間
)
O
ロ
E
E
2
6
に
拡
大
さ
れ
て
よ
ろ
し
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
株
式
配
当
の
支
払
、
借
入
金
の
支
払
の
み
な
、
り
ず
、
少
な
く
と
も
諸
原
価
の
発
生
を
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
一
切
の
取
引
に
対
し
て
も
同
様
に
拡
大
さ
れ
て
よ
い
こ
と
が
理
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
パ
ウ
チ
ャ
l
・
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
会
社
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
支
払
に
つ
い
て
は
パ
ウ
チ
ャ
l
が
作
成
さ
れ
、
か
っ
、
そ
れ
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
の
支
払
に
つ
い
て
は
現
金
支
払
が
お
こ
な
わ
れ
ず
小
切
手
に
よ
る
支
払
が
採
用
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
小
切
手
を
振
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
も
の
は
財
務
部
長
公
5
E
R
R
)
で
あ
る
が
、
彼
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
承
認
な
き
バ
ウ
チ
ャ
l
に
対
し
て
は
小
切
手
を
振
り
出
し
え
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
が
特
色
で
あ
る
。
た
と
え
ば
zmwt司
可
R
W
H
L
O
巧
ロ
ω
4
0口
出
口
仏
国
ω
吋
門
問
。
三
月
丘
町
。
白
色
。
。
B
H
)
h
w
H
q
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
に
か
ん
す
る
規
定
に
は
次
の
ご
と
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
自
身
で
ま
た
彼
が
任
命
し
た
補
佐
を
通
じ
て
す
べ
て
の
gロ
n
v
o
g
を
審
査
し
、
支
払
の
行
わ
れ
る
前
に
そ
れ
を
承
認
し
、
ま
た
、
い
か
な
る
3
5
Z
B
で
も
そ
れ
を
発
行
し
た
部
門
に
対
し
て
そ
の
正
確
性
、
妥
当
性
を
決
定
す
る
た
め
に
必
要
と
す
る
情
報
を
要
求
す
る
権
限
が
あ
る
。
そ
の
正
確
性
と
妥
当
性
に
つ
い
て
彼
が
満
足
し
な
い
も
の
、
ま
た
は
、
4
0
5
Z円
を
発
行
す
る
部
置
の
長
か
、
責
任
を
有
す
る
幹
部
の
必
要
と
す
る
承
認
の
証
明
の
な
い
き
S
F買
に
対
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
、
そ
の
承
認
を
拒
否
す
る
こ
と
が
彼
の
義
務
で
あ
る
。
拒
否
さ
れ
た
2
5
Y
2
は
、
取
締
役
会
、
取
締
役
会
長
、
社
長
の
権
限
か
命
令
の
あ
る
場
合
に
限
り
支
払
わ
れ
る
。
五
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
、
り
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
E
s
g
問、
.HUO町
円
。
氏
は
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
の
新
し
さ
イ
メ
ー
ジ
」
と
題
す
る
論
文
に
お
い
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
は
利
益
に
対
す
る
主
人
公
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
利
益
へ
の
道
は
、
計
画
と
統
制
に
よ
っ
て
通
じ
て
い
る
。
今
日
の
コ
ン
ト
ロ
!
ラ
l
は
、
こ
の
両
方
に
深
く
熱
心
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
か
ら
フ
ア
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
へ
の
移
行
の
意
義
は
、
同
年
代
の
思
ヨ
ア
出
・
氏
の
著
書
T
3
8
同
F
S窓
口
q
〉
n
g己
ロ
江
口
何
時
O吋
司
EHMHHE岡
山
口
円
H
h
O
E
S
-
-
E
S
-
-
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
・
シ
ッ
プ
は
上
述
の
ご
と
く
、
川
計
算
統
制
の
方
式
に
よ
る
内
部
統
制
度
を
意
味
す
ろ
。
川
管
理
会
計
の
実
践
機
構
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
川
管
理
業
務
部
門
に
付
さ
れ
た
名
称
で
あ
る
な
ど
と
定
義
さ
れ
、
ま
た
ω
E
n
w
gロ
教
授
は
財
務
職
能
か
ら
会
計
職
能
が
分
離
独
立
す
る
こ
と
を
、
Z
R
E
5
0司
教
授
は
標
準
、
記
録
職
能
を
、
そ
れ
ぞ
れ
重
視
し
て
い
る
。
計
算
、
会
計
、
標
準
、
記
録
職
能
の
意
義
は
歴
史
的
に
変
遷
し
来
っ
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
九
九
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
プ
一O
O
切
O
U
可。吋一月。
Z
ユ
氏
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
会
計
乃
至
企
業
会
計
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
川
出
口
E
n
s
-
ω
n
n
o
E三
百
四
一
円
己
的
円
。
色
色
RnoI
ロ
ロ
江
口
町
四
や
川
Bm凶
口
担
問
青
山
色
ωnnoロ
E
E問一日)叩門町
2
5
m
w
E
o
m
w
n
gロ
口
氏
ロ
聞
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
そ
れ
は
川
a
o
o
u
zロ
R
g
I
ロ
ロ
江
口
m
円
二
0
2
2田
H
h
w
口
o
c
E百
四
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
ら
が
総
合
統
一
さ
れ
た
胃
o
E
§
E
4
2
8ロ
己
宙
開
と
い
う
体
系
組
織
と
し
て
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
る
。
企
業
に
お
け
る
財
務
担
当
の
経
営
者
が
か
か
る
意
味
に
お
け
る
会
計
の
職
能
を
果
す
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
財
務
会
計
、
管
理
会
計
の
み
な
ら
ず
意
思
決
定
(
予
測
)
会
計
の
担
い
手
と
し
て
の
役
目
を
も
果
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
白
色
旨
宮
山
聞
け
吋
但
件
。
吋
と
し
て
と
ど
ま
ら
ず
宮
-KM15mwW2
と
し
て
の
職
能
を
も
果
す
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
六
、
お
わ
り
に
本
稿
に
お
い
て
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
の
生
成
発
展
と
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
エ
グ
ゼ
グ
テ
ィ
ブ
へ
の
転
化
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
企
業
の
発
展
と
職
能
の
変
化
を
中
心
と
し
|
、
↓
z
n
g可
。
ロ
σ♂
E
Sロ
色
色
刷
凶
o
n
E守
ク
開
立
の
「
同
o
v
Z
1
L
P
E
?
門戸。ロ
ω弓
叫
O
円
〉
nnoロ
ロ
宮
口
F
司
・
〉
・
H
U
M
凶
円
。
口
一
一
切
切
由
。
口
氏
色
白
色
〉
口
口
O
ロ
ロ
江
口
問
w
H
N
。σ0
H
A
図。〕可。円一司円。]戸門白
σロロ
U
1
〉
円
円
。
ロ
ロ
江
口
ぬ
向。吋
E
mロ
ロ
円
口
四
位
口
品
。
。
ロ
可
。
「
な
ど
を
資
料
と
し
て
若
干
の
考
察
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
